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O 

(

こ

こ

を

と

じ

て

く

だ

さ

い

〉

事

O 

方

!宿題の仕上げで連毘満員の図書館 i 、

<ρ 

‘、、

近
ず
く
一

一
学
期

宿
題
の
仕
上
げ
を

ませてしまって、思いきり遊

びほうけているようですが、

かんじんの一番むずかしい宿

題をあとまわしにしたため、

あと一週間で夏休みもおしま

いという段になってからあわ

てているようです。このへん

で、気を引きしめて総仕上げ

しておきましょう。

学校の夏休みも、いよいよ

残り少なくなりました。夏休

みになったら~とそれぞれ計

画を立てられたことでしょう

が、どの程度まで計画が進め

られたか、ふり返ってみまし

ょう。

どこのお子さんも、夏休みが

始まってからの一週間ぐらい

は、宿題や勉強をあらかたす
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歌
に
も
聞
え
た
。
だ
が
、
私
達
は

自
然
を
受
す
る
香
港
の
人
々
に
大

き
な
感
銘
を
受
け
た
。
町
の
中
に

は
大
き
な
木
が
い
っ
ぱ
い
植
え
ら

れ
て
い
た
。
ど
の
ベ
ラ
ン
ダ
に
も

必
ず
と
言

っ
て
い
い
ほ
ど
は
ち
植

え
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
労
働
の
あ

い
聞
に
木
の
下
で
す
ず
ん
で
い
る

姿
は
自
然
を
愛
す
る
美
し
い
姿
で

あ
っ
た
。

け
っ
し
て
木
の
枝
を
折
る
人
は
い

な
か
っ
た
。

花
を
つ
け
て
い

る
木

は
い

つ
ま
で
も
傷
つ
け
ら
れ
ず
美

し
か
っ
た
ω

人
類
の
進
歩
の
中
で

緑
の
重
要
さ
を
し
み
じ
み
と
感
じ

さ
せ
ら
れ
た
d

水
が
無
か
っ
た
の

に
は
閉
口
し
た
。
日
本
の
よ
う
に

簡
単
に
水
は
飲
め
な
か
っ
た
。
飲

ん
だ
ら
必
ず
下
痢
と
い
う
お
み
や

げ
を
も
ら
う
の
で
あ
る
。
ミ
ネ
ラ

ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
が
売
つ
で
あ
り
コ

l
ラ
ピ
ン
一
本
六
十
円
で
あ
っ
た

し
か
し
私
達
は
町
に
出
る
と
水
を

求
め
て
右
往
左
往
し
た
。

水
の
豊

富
な
大
村
が
こ
の
時
ほ
ど
思
い
だ

さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

松
添
友
武

次
回
は
九
月
一
日
号

日
本
サ
イ
グ
リ
ン
グ
協
会

(2) 

自らず
転
車 ?と:;~~
十 ~ :.;/

..b、
口

貸

与

り

鈴田小

おおむ

教
育
委
員
会
へ
寄
贈
さ
れ
た
、
交

通
安
全
指
導
器
具
セ
ッ
ト
三
組
と

合
わ
せ
て
、
よ
り
よ
い
交
通
安
全

指
導
セ
ン
タ
ー
に
し
よ
う
と
は
り

き
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
こ
の
自

転
車
を
使
つ
て
の
指
導
は
、
二
学

期
が
始
ま
っ
て
か
ら
行
な
わ
れ
る

予
定
で
す
。

ち
、
み
ご
と
十
校
の
中
に
選
ば
れ

ま
し
た
。
今
月
の
十
一
日
に
は
、

ピ
カ
ピ
カ
の
自
転
車
が
十
台
届
け

ら
れ
、
皆
、
大
喜
び
で
す
。
同
校

で
は
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
よ
り

鈴
田
小
学
校
で
は
、

交
通
安
全

指
導
用
の
自
転
車
を
財
団
法
人
日

本
サ
イ
ク
リ
ン
グ
協
会
に
申
し
込

ん
で
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
百

十
一
(
小
学
校
)
の
応
募
校
の
う

市政だより

高
層
ビ
ル
が
並
ぶ
香
港
市
街
地
。

外
国
船
が
国
際
港
に
ふ
さ
わ
し
く

停
泊
し
て
い
た
。
そ
の
聞
を
無
数

の
ジ
ヤ
ン
ク
が
行

っ
た
り
来
た
り

し
て
い
る
水
上
生
活
者
の
船
で
あ

る。こ
れ
が
香
港

/
写
真
で
み
る
よ
り

確
か
に
生
き
て
い
る
港
と
い
う
実

感
が
あ
っ
た
。
初
め
て
の
外
国
、

興
奮
気
味
に
香
港
に
上
陸
し
た
。

な
つ
か
し
い
漢
宝
の
広
告
に
外
国

と
い
う
感
し
は
余
り
し
な
か
っ
た

け
れ
ど
も
地
震
の
無
い
国
だ
け
に

山
ま
で
ビ
ル
が
乱
立
し
て
い
た
。

町
に
は
人
力
車
や
二
階
建
の
パ
ス

が
走
っ
て
い
た
。
汗
を
だ
ら
だ
ら

流
し
て
働
く
若
者
が
あ
ち
こ
ち
に

見
え
た
。
物
売
リ
少
年
の
声
が
多

く
貧
富
の
差
が
あ
ま
り
に
も
激
し

い、

義
務
教
育
制
の
な
い
悲
し
い

あ
ら
し
の
よ
う
な
テ
!
プ
の
中
を

青
年
の
船
オ
リ
エ
ン
タ
ル
・
ク
イ

ー
ン
号
で
故
郷
長
崎
の
港
を
香
港

に
む
け
て
出
港
し
た
。

海
、
海
.
海
の
三
日
間
、
私
達
は

午
前
六
時
起
床
よ
り
午
後
十
時
十

分
消
燈
ま
で
ぎ
っ
し
り
時
間
割
り

の
詰
ま
っ
た
船
内
の
中
で
、
故
郷

。
お
お
む
ら
H

長
崎
県
を
考
え
た

そ
し
て
た
く
ま
し
い
青
年
の
創
造

性
に
つ
い
て
討
議
し
た。

英
国
式

の
き
び
し
い
船
内
の
中
で
、
規
律

あ
る
団
体
生
活
の
中
で
、
私
達
の

生
活
に
つ
い
て
も
考
え
た
。
レ

ク

レ
l
シ
ヨ
ン
も
行
な
っ
た
。
じ
か

し
紺
碧
の
海
の
中
で
た
う
た
一

点

の
青
年
の
船
は
、
若
人
の
船
ら
し

く
り
り
し
く
も
見
え
た
。
三
日
目

や
っ
と
香
港
に

つ
い
た
。

多
く
の
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快
晴
.
す

ば
ら
し
い

長
崎
の
青

空
の
も
と

大
村
市
代

表
十
一
名

を
含
む
四

百
六
十
名

は
久
保
長

崎
県
知
事

を
は
じ
め

多
数
の
見

送
り
を
、
つ

け
て
、
七

月
十
六
日

五
時
、
数

十
発
の
打

上
花
火
、

昭和33年4月22日第三種郵便物認可
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f 

り敬老年金発足

申
請
書
提
出
期
限

祉
増
進
を
図
る
た
め
、
次
の
よ
う

な
児
童
手
当
制
度
が
発
足
し
ま
し

た。

九
月
一
日
1
十
月
三
十
一
日

本年よ

おおむ市政だより(3) 

五四
ずいがりはにし受、じた県
ねこあに、なて給そてうに 年
く とり年間る敬資の支えお金
だはま金居前老格 他給で いの
さ福すをのに年の さ、て 支
い祉 。受遺死金 あ れ福申給
。事そ給族亡 をる ま祉詰
務のでの さお方 す事書
所他き方れ受が 。務 を
にくるがたけ不 所審
おわ方か とと 幸 を査
たし法わきりに 通し

r現ぞ で師事いお?画品Z ゐー品
浸→ー益二てさ 司寵埠.，..----巴坦

四 ，三 二
さ同さ H す申 、 に申福か本先 、五以五児 、回し同 て(四付 る次毎
れ受れ受 る請申 用請祉ら年 申 千下人童手日て長い児人 義保の 年受
て給て給こ書請意書事明度 請円児の四当本 い崎 る童以務護条 四 給
い 資 い資とに手しの務年に 書 が 童場人の 国る県児福上教者件月資
る格る格には続て用所ーお の加一合の額民 こ内 童祉扶育 をー格
世者戸者な次 あ紙へ月い 提え人一場(で と には施養終 そ 日
帯と籍とつの りは提二て 出らを万合年あ ・ー 除設し了 な現
全児謄児て書 ま福出十は 期れ増円五額る 年くにて前 え在
員童本童い類 す祉す日九 限 ます 千)こ 以 J 収いの ， てに
のが がまを ・事るま月 とすご 円 と 上容る児 おお
住記記す添 務こでー提 。と .居 さこ 童 らい
民載載 。付 所と、日出に ， 住れとをれて

年
額
六
千
円

児
童
手
当
制
度
が
発
足

票
の
写
し
。

五
、
手
当
の
支
給

県
に
お
い
て
由
申
請
書
を
審
査
し

た
う
え
で
、

福
祉
事
務
所
を
通

ベ色、

じ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

六
、
そ
の
他

く
わ
し
い
こ
と
は
、
福
祉
事
務

所
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
.

福
祉
年
金
の
証
書
を
交
付

k
c

き
に
福
祉
年
金
所
得
状
況
届
の

た
め
提
出
さ
れ
て
い
た
証
書
を
交

付
し
ま
す
.

一
、
日
程
九
月
一
日
よ
り
十
日

ま
で

二、

交
付
場
所

市
役
所
(
保
険

年
金
課
及
び
各
出
張
所
)

た
だ
し
新
城
と
荒
瀬
の
人
は
保

険
年
金
課
へ
お
い
で
く
だ
さ
い

三
.
持
つ
で
く
る
も
の

保
管
証

・
印
か
ん

豚
舎
は
な
る
べ

悪
臭
が
な
い
よ
う
に

近
頃
、
養
豚
場
の
悪
臭
に
よ
る
苦
這
①
豚
舎
は
、
な
る
べ
く
悪
臭
が
広

情
が
毎
日
届
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
組
閣
が
ら
な
い
よ
う
心
が
け
、

周
囲
に

語

原

養
豚
者
は
付
近
の
住
民
に
迷
惑
訟
は
樹
木
等
を
植
え
て
住
民
の
目
に

を
か
け
な
い
よ
う
衛
生
的
な
処
理
}
向
止
ま
ら
な
い
よ
う
注
意
す
る
こ
と

を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
民
間
①
豚
舎
の
清
掃
や
、

飼
料
を
与
え

①
糞
尿
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
浄
ト
一
る
時
間
は
住
民
の
食
事
時
間
と
重

化
槽
か
、
タ
ン
ク
を
作
っ
て
衛
生
関
復
し
な
い
よ
う
心
が
け
、

食
事
時

的
な
処
理
を
な
し
、
け
っ
し
て
川
時
間
の
前
後
に
行
な
う
こ
と
。

な
ど
べ
投
棄
し
な
い
こ
え
一
割
@
海
ヘ
不
法
投
棄
す
る
人
が
あ
り

@
豚
舎
は
不
潔
に
な
り
や
す
い
の
脅
ま
す
が
処
罰
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

で
水
な
ど
で
よ
く
清
掃
を
な
し
清
ま
す
。

潔
に
し
て
お
く
こ
と。

@
残
飯
な
ど
の
飼
料
は
外
に
放
置

す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
フ
タ
な
ど

を
設
け
衛
生
的
に
保
管
す
る
こ
と

官 水
2 道
芸 部
誓おか
宗願ら
棄し、
の

¥ 

1・4

長
崎
県
で
は
、
長
生
き
を
さ
れ
た
こ
と

を
お
祝
い
す
る
と
同
時
に
、
高
令
者
の
方

の
し
あ
わ
せ
を
は
か
る
た
め
に
、
敬
老
年

金
制
度
が
は
じ
め
ら
れ
ま
し
た
。

一
、
受
給
資

格
。
こ

の
年

金
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
の
は
毎
年
四
月
一

日
現
在
で
次
の
条
件
に
か
な
っ
て

い
る
方
で
す
。

付
日
本
国
民
で
あ
る
こ
と
。

同

八
十
五
才
以
上
に
達
し
て

い
る
こ
と
。

同
県
内
に
引
き
続
い
て

一
年

以
上
住
ん
で
い
る
こ
と
。

二
、
年
金
の
額

年
額
六
千
円

三
、
申
請
書
の
提
出
期
限
と
提
出

先
九
月
一
日
か
ら
十
月
三
十
一

日
ま
で
福
祉
事
務
所
広
提
出
す
4

る
こ
と
。
申
請
書
の
用
紙
は
抱
一r

長
崎
県
で
は
‘
児
童
養
育
費
の

祉
事
務
所
仁
用
意
し
ズ
あ
り
ま

負
担
を
軽
滅
し
、
家
庭
生
活
の
安

'
す
。

定
を
図
る
と
と
も
に
、
児
童
の
福

需
要
が
ぐ
ん
ぐ
ん
上
昇
し
て
お
り

ま
す
。
水
道
の
水
は
市
民
の
日
常

生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
大

切
な
水
で
す
。
次
の
こ
と
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

m水
道
を
使
用
し
な
い
と
き
は
水

栓
を
よ
く
し
め
る
こ
と
。

ハ
学
校

公
園
、
海
水
浴
場
、
公
衆
便
所
な

ど
公
共
の
場
所
で
は
特
に
注
意
)

ω漏
水
の
早
期
発
見
と
修
理

(蛇

口
が
よ
く
し
ま
ら
な
い
と
き
は
、

早
目
に
水
道
部
へ
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
)
ω漏
水
の
修
繕
や
、
給
水
開
始
、

中
止
の
申
し
込
み
は
、
な
る
べ
く

就
業
時
間
内

(平
日
午
後
五
時
、

土
曜
日
は
午
前
中
ま
で
)
に
お
願

い
し
ま
す
。

消
費
生
活

苦
情
処
理
窓
口
設
置

県
民
の
皆
さ
ん
の
毎
日
が
、
よ

り
豊
か
で
、
よ
り
明
る
い
r

消
費
生

活
を
行
な
う
た
め
、
諌
阜
、
大
村

地
方
開
発
振
興
局
総
務
課
ハ
②
1

0
0
一

o、
庁
内
三
五
六
)
内
に

消
費
生
活
苦
情
処
理
窓
口
を
設
置

し
ま
し
た
。
消
費
生
活
に
つ
い
て

の
苦
情
や
不
満
な
ど
、
ど
ん
な
小

さ
な
こ
と
で
も
け
つ
こ
う
で
す
か

ら
口
頭
、
電
話
、
文
書
な
ど
で
ご
一

利
用
だ
さ
い
。
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九
月
の
妊
婦
及
び

乳
幼
児
検
診

実施時間

9月4日萱瀬出張所 9.30""-11.00 

9月8日 鈴田出張所 9.30-11.00 

9月11日竹松出張所 193..3000~~1115.000 0 

9月14日 三浦診療所 9.30-11.00 

g月21日 松原公民館

9月22日 福重出張所 9.30-11. 00 

市政だより

読
書
感
想
文
を
募
集

大
村
市
教
育
委
員
会
で
は
本
年
も

読
書
感
想
文
を
募
集
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
の
で
多
数
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

-
応
募
資
格
、
市
内
中
学
校
高
校

生
徒
及
び
市
内
在
住
成
人
.

2
対
象
図
書
、
文
学
及
び

一
般
教

養
図
書
。

-
原
稿
枚
数
、
四
百
字
詰
原
稿
用

紙
三
枚
以
内
で

一
人

一
点
。

4
応
募
締
切
.
昭
和
四
十
五
年
十

一
月
十
日

5
応
募
方
法

ィ
、
作
品
は
、
た
て
書
き
と
し

ぺ
ン
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

六

自
作
未
発
表
の
も
の
)

ハ
、
作
品
に
は
題
名
、
住
所
氏

名
(
ふ
り
が
な
)
性
別
、
生

弓

年
用
目、

職
業
(
又
は
学
校

名
学
年
)
と
図
書
名
、
著
者

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

。
送
付
先
、
大
村
市
久
原
郷
一

大
村
市
立
図
書
館

7
作
品
の
審
査
、
結
果
発
表
。

ィ
、
応
募
作
品
は
審
査
の
う
え

入
賞
作
品
を
決
め
ま
す
.

口、

最
優
秀
賞

一
点
、
優
秀
賞

ニ
点
、
佳
作
五
点
に
そ
れ
ぞ

れ
賞
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し

ま
す
.

は
り
、

がき
かゆ
わう ・
り施
ま術
す料
。金

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
が
、

は
り
、
き
ゅ
う
の
施
術
を
う
つ
け
る

場
合
、
市
の
負
担
す
る
料
金
は
九

月
一
日
か
ら
次
の
よ
う
に
改
正
さ

れ
皆
様
の
負
担
額
が
軽
く
な
り
ま

す。

、

マ
従
来
一
術
(
は
り
、
き
ゅ
う
ど

ち
ら
か
一
つ
の
施
術
)
の
場
合
市

の
負
担
額
八
十
四
円
、
二
術
(
は

り
、
き
ゅ
う
同
時
施
術
)
の
場
合

市
の
負
担
額
百
二
十
六
円
に
区
分

し
て
お
り
ま
し
た
が
一
術
、
二
術

と
も
に
市
の
負
担
す
る
額
は
百
二

十
六
円
と
な
り
ま
す
.

Y
施
術
を
う
け
る
と
き
は
保
険
証

と
印
か
ん
を
か
な
ら
ず
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
施
術
は
一
人
一

カ
月
五
回
以
内
で
す
。

危
険
物
取
扱
主
任
者

準
備
講
習
会

来
る
九
月
十
三
日
(
臼
曜
日
)

に
実
施
さ
れ
る
県
危
険
物
取
扱
主

任
者
試
験
(
乙
種
四
類
V

の
受
験

者
に
対
す
る
準
備
講
習
を
行
な
い

ま
す
。

一
パ
講
習
の
期
日
及
び
場
所

八
月
二
十
九
、
三
十
日
、

大
村

市
西
三
城
町
大
村
市
労
働
会
館

二
、
講
習
時
間

午
前
九
時
よ
り
午
後
四
時
ま
で

三
、
受
講
料

千
円

四
、
テ
キ
ス
ト

当
日
会
場
で
販
売
し
ま
す
。

な
お
、
詳
細
に

つ
い
て
は
市
消
防

本
部

(
T
E
L四
一
一
二
八
)
へ

不
用
物
件
を
公
売

一
、
公
売
物
件
消
防
自
動
車

一
台
、
バ
イ
ク
二
台
、
小
型

動
力
ポ
ン
プ

一
台

二
、
公
売
万
法
一
般
競
争
入
札

三
、
入
札
開
札
の
日
時
場
所

八
月
二
十
九
日

午
前
十
時
か

ら
十
一
時
ま
で
、
市
役
所
裏
庭

冷

四
、
入
札
保
証
金
入
札
金
額
の

百
分
の
五
以
上
の
現
金

玉
、
当
日
は
印
鑑
を
持
参
の
こ
と

清
和
園
へ
寄
付

ム
大
村
市
農
協
、
雑
誌
八
冊

ム
栄
町
浦
上
キ
ミ
、
雑
誌
七
十
冊

、
タ
バ

コ
四
百
本
ム
調
訪
町
森

田元
、
ラ

ム
ネ
八
本
、
ジ
ュ

ー
ス
二

十
三
本
ム
池
田
住
宅
九
区
吉
田

政
夫
、
清
酒
二
本
、
菓
子
三
十
五

袋
ム
武
部
町
山
北
繁
一

、
修
養

講
話
ム
本
小
路
園
田
清
人
、
菊

苗
三
十
本
ム
上
久
原
長
谷
川
政
昭

清
酒
五
本
ム
水
田
町
宮
崎
満
太

郎
、
千
円
ム
植
松
町
中
頭
吉
三

郎
、
千
五
百
円
ム
松
山
町
相
田

儀
作
、
千

円

ム

諏

訪
住
宅
尼
崎

ア
キ
、
千
円
ム
諏
訪
住
宅
尼
崎

康

一
、
小
説
三
冊
ム
星
美
幼
稚

園
、
花
束

一
束

ム
本
町
松
尾
久

賀
、
ア
ル
バ
ム
二
冊

一
ム
植
松
老

人
ク
ラ
ブ
、
千
五
百
円

ム

植

松

町
永
田
光
雄
、
千
円
ム
久
原
町

田
中
ミ
そ
花
(
鉢
植
)
一
一
個

ム
長
崎
ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式
会
社

、
ヤ
ク

ル
ト
三
百
三
十
本

昭
和
何
年
度
長
崎
県

勤
労
者
美
術
展
開
催

主
催
。
長
崎
県
。

長
崎
会
場
、
昭
和
四
十
六
年
一

月
十
五
日

1
十
七
日
ま
で
。

市
立
病
院
産
婦
人
科

市
立
病
院
産
婦
人
科
の
休
診
中

は
、
何
か
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
八
月
十
日
か

診

療

再

開

ら
診
療
を
再
開
し
て
お
り
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

佐
世
保
会
場
、
昭
和
四
十
六
年

一

は
所
定
の
申
込
用
紙
に
所
要
事
項

月
二
十
九
日

1
二
月
二

日
ま
で
。

を

記
入
の
う
え
、
搬
入
と
同
時
に

会
場
。
長
崎
県
立
美
術
博
物
館
。

提
出
す
る
。
作
品
に
は
氏
名
、
住

佐
世
保
会
場
、
玉
屋
デ
パ
ー
ト

♂
所
、
所
属
事
業
所
名
、
題
名
を
直

種
目
。

ω絵
画

(
日
本
画
、
洋
面
接
明
記
し
て
お
く
こ
と
。

南
画
)
、
問
写
真
、

ω書
道

搬

入

期

目

。
昭
和
四
十
五
年
十

出

品

規

定

.

二

月

二

十

一

日

ま

で

(

土

曜
日
は

m出
品
者
の
資
格
。
県

内

の

事

午

前

中
、
休
日
を
除
く
)
搬
入
場

業
所
に
就
職
し
て
い
る
勤
労
者
・

所
長
崎
市
桜
町
九
番
六
号

た
だ
し
、
各
種
目
を
業
と
し
て
い

長
崎
労
政
事
務
所
。

る
者
は
除
く
。
凶
作
品
の
規
格
。

佐

世

保

市

矢

岳
町
一
番
二
号

ィ
、
洋
画
は
三
十
号
以
内
、
日
本

佐
世
保
労
政
事
務
所
。

画
は

O
、
九
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内

と
し
飾
付
に
必
要
な
装
備
を
し
て

お
く
こ
と
。
口
、
写
真
.
四
ツ
切

以
上
で
枠
張
り
と
す
る
。
ハ
、
書

道
.

一、
八
メ
ー
ト
ル

×
O
、
九
メ

ー
ト
ル
以
内
の
も
の
で
表
装
又
は

仮
表
装
す
る
こ
と
。
な
お
、
各
品

目
に
ガ
ラ
ス
を
使
用
し
な
い
こ
と

ω出
品
点
数
，
各
種
目
と
も
自
作

未
発
表
の
も
の
で
一
人
二
点
以
内

と
す
る
。
的
出
品
申
込
要
領
及
び

搬
入
期
日、

場
所
。
出
品
希
望
者

A 

九
月
実
弾
射
撃
予
定

池
田
射
撃
場

①
一
日
か
ら
五
日
ま
で

①
七
日
か
ら
十
五
日
ま
で

①
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
ま
で

災
害
減
免
申
請
書
受
付

台
風
九
号
に
よ
り
家
屋
な
ど
に

相
当
な
被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
は

市
課
税
課
に
減
免
申
請
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
実
態
調
査
の
う

え
決
定
し
ま
す
。

¥ー

4、


